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高齢女性の 骨密度と身体組成につ い て
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要旨 ： 本研究は高齢者の 生活習慣 と骨密 度（BMD ）及 び身体組成 との 関係を明 らかに する こ とを 目的 と した。

被験者は 45 歳か ら 86 歳まで の 女性 77名で あ っ た。二 重 X 線法 ΦEXA 法）に よ り ［畑 、筋肉量、脂肪量、

除脂肪 量、骨塩 量 （BMC） を測 定 した、結果 は 以下 の 通 りで ある。跚 は 年代 を追 っ て 減少す る傾向 が あっ た

が、個人差が大きか っ た。年齢 と骨密度 の 相 関関係 は認め られ なか っ た。筋肉、骨量 は 年代を追っ て 減少傾向

を示 したが、反対 に体脂肪は増力噸 向を示 した。筋 肉量 と骨密 度の 関係 にっ い て は相関関係は 認め られ なか っ
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　　　　　　　　　 1 ．は じめ に

　人 口 の 急 速 な 高 齢化 に伴 い 骨 粗鬆症 の 患者 が 増加 し

っ つ あ り、も う 1，　100 万 人 と も言 わ れ て い る。骨粗鬆

症 は脊 椎、前腕骨、大腿 骨 頸 部等 の 骨折 が 生 じや す く、

対策 が 重 要 な 課 題 とな っ て い る。骨 粗鬆 症 の 予 防 に は

栄養、運動、日光浴 が 取 り上 げ られ て い る が 、現 実 に

は成長期 にお い て 骨量を増加 させ 、高い 骨量 を確保す

る こ とが 重 要 で あ り、次に、女性 に お い て は 閉経後急

速 に 骨量 が 減少 す る の で 、閉 経後女性 の 低骨 量者や急

速 な骨 量 減少 者 を 早 期 に ス ク リーニ ン グ し、骨量 の 減

少 を予 防 す る こ とで あ る。

　今回東京 女子 大 学 の 女 性 研 究 の
一

環 と して 、女性高

齢者 の 骨密度 を 計測す る共 同研 究 を 開 始 した の で、現

状 と今後 の 課 題 に つ い て 考察 し た の で 報 告 す る。

　　　　　　　　　　2 ，方法

　検 査に 同 意 を得られ た 78 名 （45〜86歳、平均 年齢

62± 9歳）を被験者 と した。被験者 の 身体特性（年代別

分 布 ）を 表 1 に 示 し た。

表1 被 験 者の 身体 特性 （年代 別 分布）

参加者数 身長（。 m ＞ 体重 （k区） 8MKkg ／m2 ）

45〜49歳 5156 ，6（3．3） 52．6（6．6） 21．4〔2．0）
50〜59歳 29157 ．8（5．1） 笋3，0（6，6） 21．3（2．5）
60 〜69 歳 28154 ，3（4、9） 52．1（6．弔 21．9（2．6）
70〜7q歳 13151 ．4（5．2） 52．5（8．2） 22．9（3．3｝
80〜86 314575147082 ＞ 221 （33

平均（標準傭差）

　測 定 項 目は、身長 、体重、body　 mass 　 index （B肛 ）、

お よ び 二 重 X 線法 （Dual　Energy　X−ray

Absorptiometry ： DEXA 米国 Lunar 社製）に よ る 骨密

度 （BMI）、筋 量 （tissue ）、脂 肪 量 （fat ）、除脂肪量 （lean）、

骨塩 量 （BMC）で あ っ た。

　　　　　　　　　　 3 ．結 果

　腰 椎 （L2 − L4 ） と全身 の 骨 密度の 年代別 分布を

図 1 に示 し た 。
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　　 図 1　 腰 椎及 び 全身の 骨 密度の 年 代 別 分 布

　年 代 が あ が る ご と に骨密度 が減少 す る傾向を 示 した

が、80 代で 高値 を示 した の は被験者 の 数が 3 人 で 特

に 高い 値 を 示 す 被験 者 がい た た め で あ る。全 個 人 デー

タ を プ ロ ッ トした もの が 図 2 で ある。年齢 と骨密度に

は 相関関係 は なく、非常に 個人 差が あ る こ とが 伺えた。

　　　　　図 2　 年齢と骨密度 の 相関関係

原発 性骨粗鬆症の 診断 基準 （2000 年 度版）に よる と正

常者 の 骨 密度 は YAM （若 年成人 平均 値 （20〜44 歳）

の 80％以 上 で 、骨 量減少 は YAM の 70％以 上 80 ％ 未

満 、骨 粗 鬆 症 は YAM の 70％ 未 満 で あ る と され て い る。

女性 の 腰椎 の DXA で 今回使用 した DPX で は YAM

は Ll92 ± 0，146 で 、　 YAM の 80％ は 0．954 、70％ は

0．834 で あ る。今回 の 被験 者 の うち 正 常者は 40名、骨

量減少 者 は 24 名、骨粗鬆症 の 者 は 14名 で あ っ た。

　全 身 の 筋肉量、脂肪 量 お よび 骨 量 の 年 代別 分布 を表

2に 示 した 。

　　　　表2 身体組成 の 年代 別分布

筋肉（） 脂肪（） 骨 量（）

45 〜 49歳 34，8201 与ρう12 」71
50〜59歳 33，85615 ，423 1

，977．、
60〜69歳

　　T33
，24516 」54 1，819

70 〜 79歳 31，89718 」35 1，789
80〜 86歳 31，88416037 1，929

筋肉及 び骨は歳を とる に つ れ減 少傾向を示 すが、

脂肪量 は増加傾向を 示 し た。

　筋肉量 と骨密度の 関連に つ い て 図 3 に 示 した。

骨粗鬆症 の 予 防に は運動 が関与 して い る こ とは

よ く言われて い るが 、筋肉量 を骨密度 （腰 椎 L2
− L4 ）の相関関係 は認 め られ なか っ た 。

図 3　筋肉量 と骨密度の 相関関係

　　　　　　　　　　4 ．考察

　骨粗鬆症予防に は成長期 に最大骨量 （Peak 　B。ne

Mass ；PBM ）を 増 や して お くこ とが 重 要 で あ る が、高齢者

に お い て は 栄養 も重 要な 因 子 で あ る こ と は 間違 い な い 。

し か し、成長期 に っ い て は 栄養 よ り運 動 の 影 響 が 大 で

あ る とい う報 告 も あ り、運 動 が 高齢者 に おい て も重要

で あ る こ と は十分考え られ る。骨密度 と年齢 との 間 に

相 関 関係 が 認 め られ な か っ た の は、閉経 後 の 骨 量減 少

は PBM に 影 響 を受 け る た め で あ り、QOL との 関係 も言

われ て い る。運動 が骨粗鬆症 と関係 が あ る とい われ て

い る た め、筋肉量 と骨 密度に 関 して 相 関 関係 を調べ て

み た が、関 係 は認 め られ な か っ た こ とは 、運動 は 筋肉

量 を 増やす よ うな 強度 の 高い 運 動で は な く、日常生活

で の QOLや ADL を 高 め る く らい の 軽 い 運 動 で よ い の で

あ ろ う。

　今後 の 課題 とし て 、QOLや ADL を評価 し骨 折予 防や

転倒 予 防の た め の 知 見 を ま とめ、介入 試 験 等 進 め て い

き た い 。

　　　　　　　　　 5 ．ま とめ

　78 名 の 高齢女性を対象 とし て 骨密度及び身体組成

に つ い て 検討 した結果、14名が 骨 粗鬆 症 と診断 され る

レ ベ ル の 骨 密度で あ っ た。
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